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(57)【要約】
【課題】走査装置のハウジング内に配置されるように限
られた寸法に制限された小型走査エンジンを提供する。
【解決手段】光線を発生させるための光源が設けられた
小型走査エンジンと、任意にポリゴン走査ミラーも備え
た走査装置を提供する。小型走査エンジンを搭載するた
め台座が利用されており、その走査エンジンは走査ハウ
ジングより極めて小さい。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の側面を有し、その各側面が周囲をなすハウジングと、
　光線を発生させるための光源と前記ハウジング内の所定位置にビームを導くための関連
する光学素子とを有する走査エンジンと、
　読み取るべきシンボルを横切って前記光線を走査するために前記所定位置にある走査ミ
ラーと、
　前記走査エンジンが搭載される前記ハウジングに備えられ、前記ハウジングの前記走査
エンジンが搭載される側の周囲より実質的に小さい台座と
　を有する走査装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の走査装置において、前記走査エンジンが、
　走査エンジンハウジングと、前記走査エンジンハウジング内に配置された光源と、前記
走査エンジンハウジングの１面をなす回路基板とからなる走査装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の走査装置において、前記走査エンジンが、
　前記光源によって発生された光を反射するための内部ミラーを有する走査装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の走査装置において、
　前記台座が、前記走査エンジンと実質的に同じサイズである走査装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の走査装置において、
　前記台座が、前記ハウジングの表面に一体に鋭角をなして形成されている走査装置。
【請求項６】
　台座を有するハウジングを提供し、
　該台座に、その周囲が前記ハウジングの周囲より実質的に小さい走査エンジンを、前記
ハウジングに対して鋭角に取り付ける走査装置の製造方法。
【請求項７】
　請求項６に記の載走査装置の製造方法において、
　さらに、ポリゴン走査ミラーと、反射ミラーと、内部走査ミラーとを設け、
　前記内部走査ミラーを振動可能に前記走査エンジン内に配置する走査装置の製造方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の走査装置の製造方法において、
　さらに、前記ハウジング内に回転するポリゴンミラーを搭載する走査装置の製造方法。
【請求項９】
　複数の側面を有し、その各側面が周囲をなすハウジングと、
　光線を発生させるための光源と前記ハウジング内の所定位置にビームを導くための関連
する光学素子とを有する走査エンジンと、
　読み取るべきシンボルを横切って前記光線を走査するために前記所定位置にある走査ミ
ラーとを備え、
　前記走査エンジンが前記光線を前記走査ミラーに導くように配置され、該走査エンジン
が前記ハウジングの半分未満の周囲を有する走査装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の走査装置において、
　前記走査エンジンが振動可能な内部ミラーを備えて形成されている走査装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、包括的には小型走査エンジンに関し、より詳しくは走査装置ハウジング内
に配置される小型走査エンジンに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　バーコードのような特徴を識別するデータを有するシンボルを走査するために使用され
る走査エンジンが知られている。一般的に、走査エンジンはハウジング内の殆どのスペー
スを占める回路基板を有している。多くの場合、たとえ設計者が別のハウジングを設計し
たくても、ハウジングは大きな回路基板及び他の部品を収容できるように設計しなければ
ならない。そのような回路基板１０２がハウジング１０３に搭載された従来の配置例を図
1に示す。特に、その回路基板の周囲１０４が実質的にそのハウジングと同じサイズであ
る。
　限られた寸法に制限された小型走査エンジンを得る必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明は、走査装置のハウジング内に配置されるように限られた寸法に制限された小
型走査エンジンを提供する。
　この発明はさらに、多様な角度や向きに配置されるハウジングを持つ比較的小さな小型
走査エンジンのような限られた寸法に制限された小型走査エンジンを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明は、光路の多様性に合うように配置される比較的小さな小型走査エンジン及び
スキャナハウジングの少なくとも1つの表面に対してある角度で配置される小型走査エン
ジンのように、限られた寸法に制限された小型走査エンジンを提供する。
　この発明はまた、小型走査エンジンの種々の使用位置の対応できるようにいくつかの走
査光路に沿ってミラーを設置するための種々の条件のように限られた寸法に制限された小
型走査エンジンを提供する。
【０００５】
　走査光線を発生させるための光源を有する小型走査エンジンを備えた走査装置を提供す
る。その走査装置はまた、光を所定の光路へ導き、その光路からの光を受けるための反射
ミラーも有している。この発明の実施例は、その光路がポリゴンミラーに到達できるよう
に小型走査エンジン上に光源を適応させるために取り付けられるシートを提供する。走査
エンジン及びそのハウジング内に搭載されるものの寸法は、より小型なハウジング及び柔
軟な設計を可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　この発明の上記特徴を詳細に理解できるように、簡単に要約して説明したこの発明を添
付図面に示される実施例を参照してより具体的に説明する。
　しかし、添付図面はこの発明の典型的な実施例を示すだけであり、その範囲の限定とみ
なすべきではなく、この発明は他の同等に有効な実施例があり得ることに留意されたい。
【０００７】
　この発明は、走査ハウジング内で多様に配置される小型走査エンジンに関する。図２か
ら図５を参照してこの発明の好ましい実施例を説明する。
【０００８】
　回路基板１２ａ及びその関連する光学部品を備えた光源（図示せず）を有する小型走査
エンジン１２を提供する。その走査エンジンは商業的に利用可能なものの典型であり、任
意に振動し得る内部走査ミラー、任意のデジタル処理部品、光源、集光ミラー、および潜
在的なその他の機能を含んでいる。走査エンジン１２を含む全ての部品はプラスチック又
は同様な材料で作られるハウジング３０内に搭載される。
【０００９】
　指定された部分１４ａは、反射ミラー１４の平らな部分であるとよい。部分１４ａは走
査エンジン１２内の光源によって発生した出射線を反射するために利用される。ミラー１
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４の残部は標的から反射される光を集光するのに利用できる。
【００１０】
　出射線は部分１４ａで反射した後、図３に示される回転するポリゴンミラーに向かう。
そのポリゴンミラーは一般に電磁ドライバ１８（図４）によって駆動される。ドライバ１
８は、相互接続部材１０に固着されたブラケット２０に固着される非可動部を有する。ハ
ウジング３０は、ネジ２４を受けるために配置された突部２２又はネジ孔（図示せず）の
ような受け要素を有している。さらにドライバ１８は一方向又は双方向に回転するドライ
バである。
【００１１】
　その光線は、ポリゴンミラー１６によって反射された後、ハウジングの外に導かれる。
これは走査装置に対してシンボルの配置が固定されていないシンボルの走査のために多方
向のパターンを生み出す。重要なことは、図５に最もよく示されたハウジング３０は、走
査エンジン１２より極めて大きいことである。
【００１２】
　走査されたシンボルからの反射光は、ミラー１４によって集められるために戻ってくる
。ミラー１４は、その光を集め、走査エンジン１２内にあるフォトセンサ上にそれを集光
させる。
【００１３】
　小型走査エンジン１２が適切に位置決めされるための台座１０ａが、相互接続部材１０
上に形成される。その台座１０ａは、ハウジング３０に対して角度を持って配置されても
よい。すなわち、小型走査エンジン１２は、そのコンパクトな性質によりハウジングのい
ずれかの表面に対して角度を有している。走査エンジンを構成する回路が、通常ハウジン
グ３０自体と実質的に同じ大きさの回路基板に取り付けられる従来の装置とは異なり、こ
の発明の走査エンジン３０はハウジング３０より極めて小さい。その結果、走査エンジン
１２は、ハウジングに対して多くの異なる角度や向きで配置され得る。
【００１４】
　あるいは、その台座を除いて、走査エンジンをハウジングのいずれの部分に直接取り付
けたり、あるいは走査のためにポリゴンミラーからの光線を適切に送るように配置するこ
ともできる。
【００１５】
　走査装置１２の周囲は、ハウジング３０の周囲と同じである必要はない。走査装置１及
び／又はそれに関連する回路基板をハウジング３０の周囲に搭載する代わりに、走査装置
１２はハウジング３０に形成されたある角度の台座１０ａに搭載される。好ましい角度は
およそ４５度であり、それが図５に最もよく示されている。
【００１６】
　好ましい実施例においては、小型走査エンジン１２は、角度を持った反射ミラー１４が
小型走査エンジン１２とポリゴンミラー１６との間で光を前後に反射するための反射器と
しての役目を果すように位置決めされる。他の実施例は異なる光路を所望できる。従って
、小型走査エンジン１２はそのコンパクトな性質によりこのように調整できる。さらに、
台座１０ａは種々な角度でハウジングに成型することができる。
【００１７】
　小型走査エンジン１２は、接着、ネジ止め、スナップ嵌合等により台座１０ａ上に付け
られる。ハウジング３０はまた、ミラー１４のような他の任意の部品を取り付けるための
台座を有してもよい。典型的には、走査エンジンはハウジング自体のサイズの１５％未満
である。1つの好ましい実施例において、そのハウジングは走査ポリゴンミラーに適応し
なければならないが、その走査エンジンはそのようなサイズ要求によって制限されること
はない。
【００１８】
　この発明に使用される光はレーザダイオードによるのが好ましいが、同様に他のタイプ
の光源であってもよい。さらに、その小型走査エンジンは、走査エンジンハウジング、そ
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の走査エンジンハウジング内の光源、及びその小型走査エンジンハウジングの１面をなす
回路基板を含んでもよい。その上、その小型走査エンジンは光源によって発生された光を
反射するための内部反射ミラーもまた含んでもよい。
【００１９】
　この発明の実施例について述べてきたが、この発明の他の更なる実施例を発明の要旨を
逸脱することなくなし得る。そして、この発明の範囲は、特許請求の範囲によって規定さ
れるだけである。好ましい実施例におけるこの発明は、ハウジングの周囲のサイズの半分
未満の周囲を有する走査エンジンを実現する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】従来の走査エンジンを備えた走査装置の図である。
【図２】この発明の第１の斜視図である。
【図３】この発明の第２の斜視図である。
【図４】この発明の第３の斜視図である。
【図５】この発明の１つの実施例によるハウジング上の走査エンジンの搭載例を示す図で
ある。

【図１】 【図２】
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【図５】
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